
じむききのか

上記の例でもわかるように， 航空機の動特性を討算させる電

子計算機がシミュ レータ の主軸 とな っている。フ ライト ・ γ ミ

ュレータばかりでなく ， すべてのシミュ レータが電子計算機の

発述とと もにその領成を広げてきている。最近では航空機はも

ちろん，自動車 ・ 鉄道をはじめ各組の機械 ・ 袋置， そして河川

等の自然現象，さ らに高速道路の内動車交通などのシミュレー

トに使用されている。また{史Jjj 日 (1':)としては，研究，試験， D日

発 ， 改良，訓練等非常に幅広くJfj\，、られ，大きな成果をあげて

レる。これは，いずれも シ i ュレータを用いることによ り， f.壬

済的，能率的に，しかも安全に 11 的が違せられるか らである。

このようにンノミュレータはその対象，使用 11({')により各種各

様のものがある。また多目的に使用で きるものもある。これら

を機能的に分顕すると次のようになる。

1 模擬装置としての γ ミ ュ レータ

前述したフライト ・ ゾミュレ タがこのタイプの代表で あろ

う。ほかに白動E巨のもの もある。 その多くは操縦;vll l;迎用 である

が，し シミ ュレ ー タ+人1 を一つのシ兄テムとみて ， その総合さ

れた動特性を人の側からと装置のfJUJから改善をはかろうとする，

いわゆる人間工学的研究に使用し よ う とするものもある。その

例としては， 航空宇宙伐術研究所のフライト ・ γ ミュレ ー タが

ある。

2 計算装置としてのシミ ュレー タ

このタイプに腿するものとして ， われわれのなじみの深いも

のに運転曲線計算機がある。 また鉄道技研には T. T. S. (Train 

Traffic SimulatorJ と呼ばれるものがある。 これ』は主丸，

東海道新幹線全線を走つて L 、る全列ヰ率正を γ ミユレ一トして ， 異

常時における列車群の制御とか，線路容量:等を研究するための

ものである。ち ょ っ と変わった も のとしては，建s没省、の北上川

水系γ ミュレータがある。これは主としてその UAtにおける 1 ， I ，j

品と下流における水位との関係を調べるためのものである。

このタイプに属する γ ミュレータは電 f 計算機そのものて'あ

れ単能屯子計算機とでもい うべきも のである。

3 制御装障 としての戸:ュレータ

このタ イ プに~するもの は Î;;i射仰の 1M御用 Híl 機 (fire

control computorJ などである。レータ。からの :-11 力をイ γ プット

し て，敵機の位置を予測 し，方位向 . {(IJ(fJなどを算U \ ~ずるもの

である 。 平和的利j甘としては， 今後にその発肢がJVI侍されてい

る。特に国鉄においても T. T. S. を平IJm して，列車指令業務の

自動化が検討されており ，また問己半業務についても現時点での

rnFのJijJ きと ， 新たに発 ~I した輸送要請に対 L. 最適の配I1I~ 1

i砲を求めるシミ ュレータをIlrl発 しようとする計 画がある。

I ， ;J係な考え方で， 航ワド'ìt:l;IJ業務や道路ネッ ト ワークの交通信

号機の ;!JI御にも利用する計画が進んでいる。(森 ''k・)

じむききのかんり 事務機器の管理 (英J business ma-

chine control 一口に事務機以 といっても，小さいものは， そ

ろばんから， 大きいものは，1[干計算機ま で多種多燥であるが，

L 、まここで事務機?~とレうのは，事務 システ ムに使用するもの

のことである。事務機総を使用するからには，その能力を十分

に発侮させ， 企業の発肢をはかる意味からも ， その管更lijllU;，1"fこ

重点をおかなければならない。

まず一般に事務機6.，と呼ばれているものをあげると，次のよ

うなものがある。

1 タイプP ライター

(1) 和文 (2) カタカナ (3) 欧文 (4) せん孔 (5) 特殊

(6) その他

2 復写，印刷機

(1) 複写機 (2) 印刷機 (3) あて名印刷機 (4) 印刷用原

版作成機

3 "7 イクロ写真機械

(J) マイクロ写真カメラ (2) マ イクロ写a リーダ (3) "7 

イクロ 写 ri リー ダプリン ター (4) マイ ク ロ写真補助機械

4 ~ !'í/.機械

(1) 加算機 (2) 計算機

5 会計 機械

( J ) 会計機 (2) 乗1)会計機 (3) 分照会計 i幾何記帳式

会計機 (5) 電子式会計機 (6) 計算タイプライター (7) 特

殊会計機

6 キヤゾュレジスター

川 表示総M (2) 加錦町:， lfJ

7 P. C. S. (骨パンチカー ド式計算組織)

8 屯了Hj)組織

9 迎絡機械

(1) 伝jli機械 (2) 印刷，J 7tt信装隊 (3) 私!没テレ ビジョ ン

(4) 模写71l: i差機械 (5) 斡釘1巡搬装置

10 I時 |首J.記録機械

(J) タイムレコーダ (2) タイムスタンプ (3) 巡回昨年~ !

11 候型機械

川 帳梨分野l機 (2) 凶転ファイノレ (3) 断さい機 (4) 文

書調11断機 (5) コレーダ (6) 紙とじ機 (7) 穴あけ機 (8) 

f番号機 (9) 紙そろえ機 (JO) 紙分雌機

12 乗車券発売機

13 乗車券印刷l発行機

等であり，凶欽では

l ホ 1lìf-計算機およ び， これに連動し， または付，J11 する機

7.:，。

2 パンチ カード式計m幾および，これにえMi}J し ， または十l

帯する機?:，。

3 H�j 2 号に使用するせん孔カード ・ せん孔テ ー プ， その他，

これに恕iするものを作製する機能を有する機加。

4 * I \L(炭式会 JI 機(ただし ， 本社が命令する業務を行なう

場合のみ。)

具体的にいうと ， 電子計算組織 ・ パ γチカ ー ド式 ，H j)組織 ・

さん孔タイ プラ イターおよび . ，氾帳式会計機を新設. :1\')，没，移

転， 機組交換，阪 11" したりする場合は，管恕illl岱上E主要なこと

であるから，総裁から特に命令された，事務管血統計部長の承

認を， その ffllJ.立求めるこ とになっている 。

承認を受けるに当たっては，

1 1lL (,i[ í1組織 ・ パ γチカード式計算機構のうち， 会社機

および. ，i[ Wせん .JL機ならびに， 記帳式会m幾の場合は，

(1) 現在までの状況 (2) 嬰員 ・ 設備 ・ 機在員等の雄進案

(3) 機械化に伴う 機械室人員調 (4) 機種別(月額)の借り賃

(5) 機釘17)IJの設置台数 (6) 機械で 作る箆l表名とその数(計算ー

せん.JL機を除く ) (7) 収支効果WQ の予定表

2 jì íj項以外の機般の場合，収支効果計算の予定表を添付す

ることにな っている 。

事務管J:ll統，i[ ((jU毛が承認を与える と，機2告を設l宣した箇rfr長

は，機総ご とに事務機保管理 ~l! (機械の履歴書)を作る。 織員の

勤務箇所が変わると版歴簿がついて同る よ うに， この管理票も ，

機誌の，jjm箇所が変わると同H周年数のあるかぎり ， いっ しょ に

ついて I' !I る。また，毎 日の作業日誌をつける。 l 枚 l 枚の管理

禁をまとめて事務機総設備炎とし，作業日誌をまとめて，事務

機V.:HI1: Hl状況，故障状況報告として， 定Wl(J'')に事務管理統計部
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